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※ご加入いただくタイプによっては保険金お支払いの対象とならない場合があります。ご加入の
タイプの詳細については、「保険金額・保険料」表をご確認ください。
※補償の概要等はご加入いただく補償に関する概要を記載しているものであり、ご加入内容は、普通
保険約款・特約によって定まります。詳細につきましては、保険約款に記載していますので、必要に
応じて、東京海上日動のホームページ等でご参照ください（ホームページの保険約款には掲載して
いない特約もありますので、ご不明点等がある場合は、《お問い合わせ先》までご連絡ください。）。

＊1  ケガとは、急激かつ偶然な外来の事故によって被った身体の傷害をいい、有毒ガスまたは有毒物質による急性中毒、細菌性食中毒およびウイルス性食中毒＊3を含みます。なお、職業病、テニス肩のような急激
性、偶然性、外来性のいずれかまたはすべてを欠くケースについては、保険金のお支払対象となりませんのでご注意ください。

＊2  ＊1にかかわらず、傷害補償(こども傷害補償）におけるケガには日射または熱射によって生ずる熱中症を含みます。
＊3  「細菌性食中毒等補償特約」が自動セットされます。

保険の対象となる方がケガ＊1＊2をした場合に保険金をお支払いします。

。なお、頸椎固定用シーネ、肋骨固定帯、軟性コルセット、サポーターその他着脱が容易なものを含みません。

保険の対象となる方が病気によって医師等の治療を必要とし、かつ、保険期間中に開始した入院＊1が
１日を超えて継続した場合
▶入院医療保険金日額に入院＊1した日数（実日数）を乗じた額をお支払いします。ただし、同一の病気（医
学上重要な関係がある病気を含みます。）による入院＊2について、60日を限度とします。

※上記にかかわらず、傷害補償基本特約により保険金を支払うべき身体障害＊3に対しては保険金をお支払いできません。
※入院医療保険金が支払われる入院中、さらに別の病気をされても入院医療保険金は重複してはお支払いできません。
＊1 介護医療院における入院を除きます。
＊2 退院後、その日を含めて180日を経過した日の翌日以降に再入院した場合は、再入院は前の入院と異なるものとみなします。
＊3 ケガまたは病気をいい、この場合のケガにはケガの原因となった事故を含みます。

保険の対象となる方が病気を被り、保険期間中に医師等がその治療のために継続して60日以上の日数
の入院＊1が必要であると診断した場合
▶入院療養一時金額の全額をお支払いします。ただし、同一の病気（医学上重要な関係がある病気を含
みます。）＊2について、保険期間を通じて１回に限ります。

※上記にかかわらず、傷害補償基本特約により保険金を支払うべき身体障害＊3に対しては保険金をお支払いできません。
＊1 介護医療院における入院を除きます。
＊2 以下のいずれかに該当する場合、後の病気は前の病気と異なるものとみなします。
　　・退院後、その日を含めて180日を経過した日の翌日以降に再びその病気の入院治療が必要となったとき
　　・入院をしなかった場合は、その病気の治療が終了した日からその日を含めて180日を経過した日の翌日以降に再びその病気の入院治療が必要となったとき
＊3 ケガまたは病気をいい、この場合のケガにはケガの原因となった事故を含みます。

保険の対象となる方が、病気の治療のため、保険期間中に公的医療保険制度に基づく医科診療報酬点数表に
より手術料や放射線治療料の算定対象として列挙されている手術＊1または放射線治療＊2を受けられた場合
▶以下の金額をお支払いします。
 　・入院＊3中の手術：入院医療保険金日額の10倍　・入院＊3中以外の手術：入院医療保険金日額の５倍
 　・放射線治療：入院医療保険金日額の10倍
※上記にかかわらず、傷害補償基本特約により保険金を支払うべき身体障害＊4に対しては保険金をお支払いできません。
＊1 傷の処置、切開術（皮膚、鼓膜）、抜歯等お支払いの対象外の手術があります。また、時期を同じくして＊5 ２種類以上の手術を受け

た場合には、いずれか１種類の手術についてのみ保険金をお支払いします。
＊2 血液照射を除きます。放射線治療を複数回受けた場合は、施術の開始日から、60日の間に１回のお支払いを限度とします。
＊3 介護医療院における入院を除きます。
＊4 ケガまたは病気をいい、この場合のケガにはケガの原因となった事故を含みます。
＊5 「時期を同じくして」とは、「手術室に入ってから出るまで」をいいます。

＊5

＊6

＊7

＊8

＊8

不当な身体の拘束による自由の侵害、口頭による表示または文書もしくは図
画等での表示による名誉、プライバシーまたは肖像権の侵害を受けた＊4こと
により被った精神的苦痛について、弁護士委任または法律相談をした場合

保険の対象となる方ご本人が不当な身体の拘束による自由の侵害、口頭
による表示または文書もしくは図画等での表示による名誉、プライバ
シーまたは肖像権の侵害を受けた＊4ことにより被った精神的苦痛につい
て、防犯対策、転校またはカウンセリングのために費用を負担した場合

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学
校（幼稚部を除く）に在籍する児童または生徒が対象となります。

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学
校（幼稚部を除く）に在籍する児童または生徒が対象となります。

＊5

＊6
＊7

＊8 ＊9 ＊9

＊10

＊8

＊11

2026年2月作成　25TX-006071

初　校
2／3

2　校
2／4

3　校
2／5

4　校
2／19

5　校
／



雪、

＊1「天災危険補償特約」をセットされる場合であっても、地震・噴火またはこれらによる津波によって発病した特定感
染症は保険金のお支払対象となりません。

日本国内において下記に掲げるいずれかの事故によって、保険の対象となる方がケガ＊1＊2をした場合に保険金をお支払いします。
●自転車に搭乗している間の事故　●自転車に搭乗していない間の運行中の自転車との衝突または接触等の交通事故
＊1 ケガとは、急激かつ偶然な外来の事故によって被った身体の傷害をいい、有毒ガスまたは有毒物質による急性中毒を含みます。ただし、細菌性食中毒およびウイルス性食中毒は含みません。なお、職業病、テニス肩のような急激
性、偶然性、外来性のいずれかまたはすべてを欠くケースについては、保険金のお支払対象となりませんのでご注意ください。 

＊2 ＊1にかかわらず、傷害補償におけるケガには日射または熱射によって生ずる熱中症を含みます。 

固定帯、軟性コルセット、サポーターその他着脱が容易なものを含みません。
なお、頸椎固定用シーネ、肋骨
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※ご加入いただくタイプによっては保険金お支払いの対象とならない場合があります。ご加入の
タイプの詳細については、「保険金額・保険料」表をご確認ください。
※補償の概要等はご加入いただく補償に関する概要を記載しているものであり、ご加入内容は、普通
保険約款・特約によって定まります。詳細につきましては、保険約款に記載していますので、必要に
応じて、東京海上日動のホームページ等でご参照ください（ホームページの保険約款には掲載して
いない特約もありますので、ご不明点等がある場合は、《お問い合わせ先》までご連絡ください。）。

＊1  ケガとは、急激かつ偶然な外来の事故によって被った身体の傷害をいい、有毒ガスまたは有毒物質による急性中毒、細菌性食中毒およびウイルス性食中毒＊3を含みます。なお、職業病、テニス肩のような急激
性、偶然性、外来性のいずれかまたはすべてを欠くケースについては、保険金のお支払対象となりませんのでご注意ください。

＊2  ＊1にかかわらず、傷害補償(こども傷害補償）におけるケガには日射または熱射によって生ずる熱中症を含みます。
＊3  「細菌性食中毒等補償特約」が自動セットされます。

保険の対象となる方がケガ＊1＊2をした場合に保険金をお支払いします。

。なお、頸椎固定用シーネ、肋骨固定帯、軟性コルセット、サポーターその他着脱が容易なものを含みません。

保険の対象となる方が病気によって医師等の治療を必要とし、かつ、保険期間中に開始した入院＊1が
１日を超えて継続した場合
▶入院医療保険金日額に入院＊1した日数（実日数）を乗じた額をお支払いします。ただし、同一の病気（医
学上重要な関係がある病気を含みます。）による入院＊2について、60日を限度とします。

※上記にかかわらず、傷害補償基本特約により保険金を支払うべき身体障害＊3に対しては保険金をお支払いできません。
※入院医療保険金が支払われる入院中、さらに別の病気をされても入院医療保険金は重複してはお支払いできません。
＊1 介護医療院における入院を除きます。
＊2 退院後、その日を含めて180日を経過した日の翌日以降に再入院した場合は、再入院は前の入院と異なるものとみなします。
＊3 ケガまたは病気をいい、この場合のケガにはケガの原因となった事故を含みます。

保険の対象となる方が病気を被り、保険期間中に医師等がその治療のために継続して60日以上の日数
の入院＊1が必要であると診断した場合
▶入院療養一時金額の全額をお支払いします。ただし、同一の病気（医学上重要な関係がある病気を含
みます。）＊2について、保険期間を通じて１回に限ります。

※上記にかかわらず、傷害補償基本特約により保険金を支払うべき身体障害＊3に対しては保険金をお支払いできません。
＊1 介護医療院における入院を除きます。
＊2 以下のいずれかに該当する場合、後の病気は前の病気と異なるものとみなします。
　　・退院後、その日を含めて180日を経過した日の翌日以降に再びその病気の入院治療が必要となったとき
　　・入院をしなかった場合は、その病気の治療が終了した日からその日を含めて180日を経過した日の翌日以降に再びその病気の入院治療が必要となったとき
＊3 ケガまたは病気をいい、この場合のケガにはケガの原因となった事故を含みます。

保険の対象となる方が、病気の治療のため、保険期間中に公的医療保険制度に基づく医科診療報酬点数表に
より手術料や放射線治療料の算定対象として列挙されている手術＊1または放射線治療＊2を受けられた場合
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 　・入院＊3中の手術：入院医療保険金日額の10倍　・入院＊3中以外の手術：入院医療保険金日額の５倍
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※上記にかかわらず、傷害補償基本特約により保険金を支払うべき身体障害＊4に対しては保険金をお支払いできません。
＊1 傷の処置、切開術（皮膚、鼓膜）、抜歯等お支払いの対象外の手術があります。また、時期を同じくして＊5 ２種類以上の手術を受け

た場合には、いずれか１種類の手術についてのみ保険金をお支払いします。
＊2 血液照射を除きます。放射線治療を複数回受けた場合は、施術の開始日から、60日の間に１回のお支払いを限度とします。
＊3 介護医療院における入院を除きます。
＊4 ケガまたは病気をいい、この場合のケガにはケガの原因となった事故を含みます。
＊5 「時期を同じくして」とは、「手術室に入ってから出るまで」をいいます。
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